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【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
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【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
実 施 例 １ － 本 発 明 に よ る ト マ ト Ｆ １ 台 木 品 種 Ａ Ｔ の 親 系 統 の 育 成 －
（ ａ ） ア ン ト シ ア ニ ン 色 素 欠 遺 伝 子 aaを ホ モ に 持 つ ト マ ト 系 統 LA1194と 既 存 の ト マ ト Ｆ １
台 木 品 種 で あ る ア ン カ ー Ｔ （ タ キ イ 種 苗 株 式 会 社 製 ； 蔬 菜 の 新 品 種 11、 68項 、 日 本 園 芸 生
産 研 究 所 編 、 誠 文 堂 新 光 社 発 行 、 1991年 ） の 母 親 系 統 （ 以 下 、 ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 と 称 す ） を
交 雑 し Ｆ １ 種 子 を 採 種 し た 。
な お ト マ ト 系 統 LA1194は 、 The C.M. Rick Tomato Genetics Resource Center (TGRC)、  D
EPARTMENT OF VEGETABLE CROPS, UNIVERSITY OF CALIFORNIA, DAVIS, CALIFORNIA 95616,
 USAよ り 入 手 し た も の で あ る 。
（ ｂ ） 次 に （ ａ ） で 採 種 し た Ｆ １ 種 子 の 自 殖 後 代 200 個 体 （ Ｆ ２ ） の 中 で 発 芽 後 の 茎 色 を
肉 眼 で 観 察 し 、 茎 色 が 緑 色 を 呈 す る 個 体 （ 以 下 、 緑 茎 個 体 と 称 す ） を 選 抜 し た 。 該 aa遺 伝
子 は 劣 性 で メ ン デ ル の 遺 伝 様 式 に 従 う た め 茎 が 緑 色 の 個 体 数 と 茎 が 紫 色 を 帯 び る 個 体 数 の
分 離 比 は 理 論 的 に は １ ： ３ に な る も の と 予 想 さ れ た が 、 選 抜 し た 緑 茎 個 体 の 数 は 46、 残 り
の 茎 が 紫 色 を 帯 び る 個 体 数 は 154 で あ り 、 χ ２  ― 検 定 の 結 果 、 該 aa遺 伝 子 が 劣 性 で あ る
こ と が 確 認 さ れ た （ 生 物 統 計 学 入 門 、 83-87 、 石 居 進 著 、 培 風 館 発 行 、 1975年 ） 。
（ ｃ ） （ ｂ ） で 選 抜 し た 緑 茎 個 体 を 栽 培 し 、 草 型 、 草 勢 や 果 実 の 収 量 性 等 の 特 性 か ら 優 良
個 体 を １ 個 体 選 抜 後 、 ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 を こ の 選 抜 個 体 に 戻 し 交 雑 し BC1種 子 を 採 種 し た 。
（ ｄ ） BC1 種 子 の 自 殖 後 代 100 個 体 （ BC1-Ｆ ２ ） の 中 で 発 芽 後 の 茎 色 を 肉 眼 で 観 察 し 、 緑
茎 個 体 22個 体 を 選 抜 し た 。 こ れ ら の 選 抜 個 体 を 栽 培 し 、 草 型 、 採 種 量 等 の 特 性 に お い て 優
良 な １ 個 体 を 選 抜 後 、 自 殖 系 統 （ BC1-Ｆ ３ ） の 種 子 を 採 種 し た 。
（ ｅ ） （ ｄ ） で 得 ら れ た 系 統 BC1-Ｆ ３ を 10個 体 栽 培 し 、 優 良 な １ 個 体 選 抜 し た 後 、 こ の 個
体 に ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 を 戻 し 交 雑 し BC2 種 子 を 採 種 し た 。
（ ｆ ） （ ｅ ） で 得 ら れ た BC2 の 自 殖 後 代 （ BC2 － Ｆ ２ ） ５ ０ 個 体 の 中 か ら 、 緑 茎 個 体 12個
体 を 幼 苗 時 に 選 抜 し 、 そ の 後 の 栽 培 特 性 等 に お い て 優 良 な １ 個 体 を 選 抜 し た 後 、 ア ン カ ー
Ｔ ♀ 系 を 戻 し 交 雑 し BC3 の 種 子 を 採 種 し た 。
（ ｇ ） （ ｆ ） と 同 様 に BC3 の 自 殖 後 代 （ BC3 － Ｆ ２ ） ５ ０ 個 体 の 中 か ら 、 緑 茎 個 体 13個 体
を 幼 苗 時 に 選 抜 し 、 そ の 後 の 栽 培 特 性 等 に お い て 優 良 な ５ 個 体 を 選 抜 し た 。 こ れ ら の 個 体
を 自 殖 し ５ 系 統 （ BC3 － Ｆ ３ － １ 、 BC3 － Ｆ ３ － ２ 、 BC3 － Ｆ ３ － ３ 、 BC3 － Ｆ ３ － ４ 、
BC3 － Ｆ ３ － ５ ） の 種 子 を 採 種 し た 。



（ ｈ ） （ ｇ ） で 得 ら れ た ５ 系 統 （ BC3 － Ｆ ３ － １ 、 BC3 － Ｆ ３ － ２ 、 BC3 － Ｆ ３ － ３ 、 BC
3 － Ｆ ３ － ４ 、 BC3 － Ｆ ３ － ５ ） を そ れ ぞ れ 10株 づ つ 栽 培 し 、 各 系 統 か ら 採 種 量 等 の 特 性
に も と づ い て 優 良 な 個 体 を 各 系 統 か ら １ 個 体 選 抜 し 、 ５ 系 統 （ BC3 － Ｆ ４ － １ 、 BC3 － Ｆ
４ － ２ 、 BC3 － Ｆ ４ － ３ 、 BC3 － Ｆ ４ － ４ 、 BC3 － Ｆ ４ － ５ ） の 自 殖 種 子 を 採 種 し た 。
（ ｉ ） （ ｈ ） で 得 ら れ た ５ 系 統 （ BC3 － Ｆ ４ － １ 、 BC3 － Ｆ ４ － ２ 、 BC3 － Ｆ ４ － ３ 、 BC
3 － Ｆ ４ － ４ 、 BC3 － Ｆ ４ － ５ ） に つ い て 公 知 の 方 法 （ 野 菜 園 芸 大 事 典 、 140-237 、 清 水
茂 監 修 、 養 賢 堂 発 行 、 1988年 ） に よ り 青 枯 病 、 半 身 萎 ち ょ う 病 、 萎 ち ょ う 病 、 タ バ コ モ ザ
イ ク ウ イ ル ス 等 の 各 種 耐 病 性 検 定 を 行 っ た 結 果 、 系 統 BC3 － Ｆ ４ － ３ が ５ 系 統 の 中 で 最 も
複 合 的 に 耐 病 性 を 持 ち 、 ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 に 近 似 す る こ と が わ か っ た 。
（ ｊ ） 系 統 BC3 － Ｆ ４ － ３ の 残 り 種 子 か ら １ ０ 個 体 栽 培 し 、 採 種 量 等 の 特 性 か ら 優 良 と 思
わ れ た ２ 個 体 に つ い て 自 殖 を 行 い ２ 系 統 （ BC3 － Ｆ ５ － １ 、 BC3 － Ｆ ５ － ２ ） の 種 子 を 採
種 し た 。 こ れ ら の 系 統 に つ い て （ ｉ ） と 同 様 に 耐 病 性 検 定 を 行 っ た 結 果 、 系 統 BC3 － Ｆ ５
－ １ が 最 も 複 合 的 に 耐 病 性 を 持 ち 、 採 種 量 等 の 特 性 の 点 か ら は ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 と 同 等 で あ
り 、 茎 が 緑 色 を 呈 す る 点 で 大 き く 異 な る 系 統 で あ る こ と が わ か っ た 。 最 終 的 に 本 系 統 （ BC
3 － Ｆ ５ － １ ） の 自 殖 を 繰 り 返 し た 後 代 系 統 BC3 － Ｆ ７ － １ （ 以 下 、 Ａ Ｔ ♀ 系 と 称 す ） を
本 発 明 に お け る ト マ ト Ｆ １ 台 木 品 種 Ａ Ｔ の 母 親 系 統 と し た 。

♀ 系 の 本 葉 ２ ～ ３ 枚 時 の 茎 色 は 日 本 園 芸 植 物 標 準 色 票 の カ ラ ー コ ー ド 5GY-3503あ る い
は 5GY-3504（ 緑 ） に 近 似 し 、 ア ン カ ー Ｔ ♀ 系 の 同 茎 色 は カ ラ ー コ ー ド 9P-8913 あ る い は 9P
-8914 （ 紫 ） に 近 似 し て い た 。
以 上 ト マ ト Ｆ １ 台 木 品 種 Ａ Ｔ の 母 親 系 統 の 育 成 過 程 を 説 明 し た が 、 同 父 親 系 統 （ 以 下 、 Ａ
Ｔ ♂ 系 と 称 す ） の 育 成 方 法 も ア ン カ ー Ｔ の 父 親 系 統 （ ア ン カ ー Ｔ ♂ 系 ） を 使 用 す る 以 外 は
こ れ に 準 じ た 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
実 施 例 ２ － ト マ ト Ｆ １ 台 木 品 種 Ａ Ｔ の 採 種
実 施 例 １ の Ａ Ｔ ♀ 系 ２ ０ 株 と Ａ Ｔ ♂ 系 ５ 株 を 圃 場 に お い て 慣 行 の 方 法 で 栽 培 し 、 Ａ Ｔ ♀ 系
の 二 段 花 房 開 花 期 よ り 交 配 を 開 始 し た 。 交 配 は ピ ン セ ッ ト で Ａ Ｔ ♀ 系 の 蕾 か ら 葯 を 除 去 し
た 後 （ 以 下 、 除 雄 と 称 す ） 、 昆 虫 の 飛 来 や 予 期 し な い 花 粉 の 侵 入 を 防 ぐ た め に 紙 袋 で 覆 っ
た 。 該 蕾 が 開 花 す る と 予 想 さ れ た 除 雄 ２ 日 後 に Ａ Ｔ ♂ 系 の 花 よ り 採 取 し た 花 粉 を 除 雄 し た
Ａ Ｔ ♀ 系 の 花 の 柱 頭 に 付 着 さ せ る こ と で 交 配 を 完 了 し た （ 野 菜 の 採 種 技 術 、 243-250 、 そ
菜 種 子 生 産 研 究 会 編 、 誠 文 堂 新 光 社 発 行 、 1978年 ） 。 次 に 完 熟 期 に 達 し た 交 配 済 み 果 実 を
Ａ Ｔ ♀ 系 よ り 収 穫 、 種 子 を 取 り 出 し て 水 洗 し 、 風 乾 後 、 紙 袋 に 入 れ て 約 ７ ℃ で 保 管 し た 。
採 種 し た 種 子 は Ａ Ｔ ♀ 系 と Ａ Ｔ ♂ 系 の 交 配 種 子 （ Ｆ １ 台 木 品 種 Ａ Ｔ ） で 、 種 子 量 は 約 １ ０
０ ｍ ｌ で あ り 、 採 種 し た 種 子 の 形 状 に 異 常 は 見 ら れ ず 、 国 際 種 子 検 査 規 定 （ 国 際 種 子 検 査
協 会 、 農 林 水 産 省 種 苗 管 理 セ ン タ ー 発 行 、 1991年 ） に も と づ く 採 種 直 後 の 発 芽 試 験 の 結 果
は 99% で あ っ た 。
ま た 発 芽 試 験 時 に 観 察 し た 品 種 Ａ Ｔ の 茎 色 は 日 本 園 芸 植 物 標 準 色 票 の カ ラ ー コ ー ド 5GY-35
03（ 緑 ） に 近 似 し て い た 。
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